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7.5 記録要領 

処理作業毎に、分別作業が、発生場所の区分、作業手順に従い行われ、分別した廃棄物（分別前 ID）

と分別により発生した廃棄物（分別後 ID）等の内容を記録するため、分別作業記録（様式４～６）

を作成する。なお、前処理後は、材質毎にその種類及び重量を記録するとともに、個々の容器が識別

できる ID 番号を付した容器に確実に収納する。 

ID 番号の付与方法は、別紙１、別紙２のとおりとする。 
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7.6 特別な措置を必要とするもの 

１）フィルタ廃棄物の分別 

 養生が施されたフィルタを分別する。 

①養生シート（可燃物）等の除去 

酢ビと布テープで養生されているので取り除く。 

酢ビ、布テープは可燃物として、赤カートンに収納する。 

 

②種類ごとの仕分け 

セイバーソーなどの電動工具類を使用して、メディア、木枠又は金属枠、ネジなどに分類する。 

このときメディアが枠に、なるべく残らないように分離する。 

金属枠や金属ネジ、金属網は鉄鋼製品として収納する。 

 

 

 

 

 

③メディアの圧縮梱包作業 

メディアは圧縮梱包機で圧縮する。取扱い重量を考慮して、数個で 1圧縮梱包体とする。 

圧縮梱包体は、汚染の無いものはビニール袋で梱包し搬出する。 

汚染のあるものはビニールバックでバックアウトする。 

搬出された圧縮梱包体を 200L ドラム缶または 1ｍ3容器等の収納容器に効率よく収納する。 

 

 

 

 

 

 

④木枠の破砕作業 

木枠は破砕機を使用して破砕処理を行う。破砕した木枠は袋につめて、赤カートンボックスに収納

する。このときの重量は 3kg 以下とする。 

 

 

 

 

 

可燃物 酢ビシート 布テープ 

鉄鋼製品 

フィルタメディア 
（処分不適物） 

可燃物 
3kg 以下 
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8.分別作業例 

（例１）酢ビシートで養生されているポンプの分別（容易に分解可能なもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 種類ごとの仕分け 

フランジを分解して、パッキン（シリコン又はテフロン）を取り除く。水分が含まれている

場合には拭き取りを行う。ただし、パッキンがゴム製の場合には、取り除く必要はない。 

① 酢ビシート（可燃物）の除去 

酢ビ（可燃物）で養生されているため、取り除く。 

酢ビは可燃物として収納する。 

可燃物 

可燃物を除く

有機物 

金属類

ポンプ主要部品 

パッキン 

（シリコン、テフロン製でないもの） 

酢ビシート 

ポンプ 

ガスケット 

酢ビシート ポンプ 

処理不適物 

テフロン 
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（例２）モルタルやウレタンで充填された配管の分別（発生量が少量である場合） 

    （配管内に液体が封じ込められている可能性がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 養生袋（可燃物）等の除去 

酢ビと布テープ（可燃物）で養生されてため、取り除く。 

酢ビ、布テープは可燃物としてドラム缶に収納する。 

可燃物

金属類 ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｶﾞﾗｽ類 可燃物

酢ビ袋 布テープ 

モルタル 配管 

酢ビシート 

布テープ 

配管 

配管 

モルタル 

②モルタルやウレタンの除去を行った場合の処置 

ウレタン 

ウレタン 
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 ③ 液体の確認及び密閉空間の除去 

モルタルの除去が困難な場合、配管中央部付近にドリル等で穴をあけ、配管内に液体が無

いかの確認、及び密閉空間を開放する処置をする。 

液体が確認された場合は、切断等を行い液体の除去を行う。少量の液体については、紙ウ

エス等によりふき取りを行う。また多量の液体は回収して液体廃棄物として処理する。 

複合物 
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（例３）ガラス管の中に水銀が計装された実験機器の分別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

① 養生袋（可燃物）等の除去 

酢ビと紙テープ（可燃物）で養生されているため、取り除く。 

シリコン栓（処理不適物）と水銀（有害物質）を取り除く。 

それぞれの区分ごとに、容器に収納する。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｶﾞﾗｽ類 処理不適物 有害物質 

水銀 

酢ビシート 紙テープ 

ガラス 
水銀 

ガラス 

シリコン栓 

酢ビ袋 紙テープ 

シリコン栓 

液体状態の水銀の回収は

非常に困難なので散逸さ

せないように、十分に注意

してください。 

② 種類ごとの分別 

水銀は所定の無害化処

理を施します。 
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（例４）断熱材（表面はアルミニウム）に覆われた配管の分別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可燃物 

① 養生袋（可燃物）の除去 

酢ビ（可燃物）で養生されているため、取り除く。 

酢ビは可燃物の容器に収納する。 

② 種類ごとの分別 

配管を覆っている断熱材を切断等により取り除く。 

配管内部、表面に液体が付着している場合には紙ウエス等によりふき取りを行う。 

また液体を回収し、配管の内部の液体もふき取ります。 

保温材類 

金属類 

酢ビシート 

断熱材 

炭素鋼 

断熱材 

炭素鋼 

酢ビ袋 

炭素鋼 

断熱材 

JAEA-Technology 2016-024

- 75 -



JAEA-Technology 2016-024 

 - 76 -

 （例５）バルブの取扱い 

バルブの分解は、かなりの労力と時間を要すため、内部に水が無いことの確認を行い、金属類

として取扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルブを「開」とし、内部に水がないことを確認する。（末端より貫通して見えること。L字等

で貫通して見ることができないものについては、切断、分解を行う。） 

 

 

 

 

 

 

 

（例６）ケーブルの取扱い 

複合材として取り扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金属類 

「開」とする。

複合物 

目視確認 
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9.判断・確認を必要とするもの 

下記のものは特に判断が難しいため、判断に迷った場合は、必ず分別作業責任者に確認をする。 

（1）ゴム類 

  シリコンとゴムの見分けが難しいため、確認を行う。 

（2）樹脂類 

  テフロンと樹脂の見分けが難しいため、確認を行う。 

（3）機器、装置、電源盤等 

  どこまで分別するのかの確認を行う。 

（4）液体、薬品、実験器具等 

  処理方法について確認を行う。 

 

10.分別後ドラム缶の識別表示方法 

識別項目、方法 

  前処理工程における分別後ドラム缶について、減容処理棟での処理方法により識別表示を行い、ヒ

ューマンエラーの防止を行う。 

  対象処理設備の区分のため、ドラム缶に色分けを行う。表示方法については、幅 50mm のカラーテ

ープを標準とし、ドラム缶のフタから側面にかけて縦方向に貼付（300～400mm）する。識別のため

の配色を以下に示す。 

区分 内容物 色 

金属溶融 肉厚 10mm 超の金属 青色 

焼却 可燃物を除く有機物 緑色 

プラズマ溶融 コンクリート･ガラス類 赤色 

プラズマ溶融 保温材、フィルタ類 青白 

高圧圧縮 肉厚 10mm 以下の金属 白色 

分別不適物 機器類で分別（分解）が困難なもの 灰色 

複合物 ケーブル、ポンプ、モーター等 赤黒 

処理不適物 シリコン、テフロン等 黒色 

処分不適物 鉛、アルミニウム等 黒白 
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11. 分別データの入力 

  (1) 分別後の廃棄物の搬出「例：減容処理棟での作業の場合」 

データ管理設備を使用して、分別後の廃棄物を収納した容器に貼り付けられたＩＤ（分別後Ｉ

Ｄ）を読み取り、材質ごとの収納割合や重量等を入力する。また、この際、前処理区分を決定し、

分別前の廃棄物がどの容器に収納されたのかをデータ管理設備へ登録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 容器収納 

12.1 分類毎の収納容器 

分類が「a-1」に仕分けされた固体廃棄物、高圧圧縮体及び溶融体を収納する容器は、処分可能

な容器※とする。 

※：処分可能な容器とは、JIS Z 1600（2006）に定める M 級または H級鋼製 200L オープンヘ

ッドドラム缶という。 

 

12.2 収納時の注意事項 

固体廃棄物、高圧圧縮体及び溶融体の収納においては、収納容器に損傷を与えないようにする。

分類が「a-1」に仕分けされた固体廃棄物については、以下のとおり収納する。 

・充填固化する際に、収納の方法により著しい空隙が生じることが想定される形状の固体廃棄物

は、空隙が生じにくいように収納する。 

・廃棄体内部の空隙を低減するため、15mm 以下のものを多量に収納しないようにする。 

 

 

 

容器番号：080221XXXX 
容器番号：080322XXXX

（搬出時のデータ抜粋） 

容器番号 ：080322XXXX 

元容器番号：080221XXXX 

封入年月日：200×年△□月○×日 

線量当量率：X.00E-1 μSv/h 

重量   ：○○kg 

廃棄物性状：紙、布 

割合   ：30％、70％ 

前処理区分：均一混合、全区分、分

割、合成、新ドラム、

一部空き 

 ・・・等 ※１本のドラム缶の内容物を、複数のドラム缶に分け

て収納した場合（例） 
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12.3 容器の調達 

処分可能な容器を調達する際の要求事項を以下に示す。 

１）納入の際に納入業者から提出される一般検査調書、納品書、試験検査成績書等の記録(以下｢検

査成績書等｣という。)において、以下の内容が確実に記載されていること、内容に不備がないこ

とを納入時に受入担当者が確認する。 

・受入者 

・納入業者 

・納入年月日 

・製造業者 

・納入数量 

・容器番号 

・容器の JIS 認証、または JIS 認証の性能基準を満足する試験結果 

容器の納入時には、記録のトレーサビリティを確保するため、検査成績書等の記載内容を転記

した容器納入記録（様式７）を作成する。 

２）納入した容器の員数確認を行い、所定の納入数量であることを確認する。また、検査成績書等

に記載されている個々の容器番号が、該当する個々の容器の表面に刻印等による容易に消えない

方法で表示されていることを確認する。 

 

12.4 記録要領 

１）容器への収納 

容器への収納が完了し、保管廃棄施設等へ搬出する際には、以下に示す保管体記録を作成する。 

・「処分可能な容器へ収納された保管体」・・・高減容処理済保管体記録（様式８） 

・「今後、処理（高圧圧縮処理、溶融処理等）を行う保管体」・・・中間保管体記録（様式９） 

 

 

13.搬出 

高減容処理済保管体は、処分が開始されるまでの間、保管廃棄施設に保管する。なお、解体分別保

管棟の解体室から、高減容処理済保管体、または中間保管体を保管廃棄施設に保管する場合は、搬出

作業毎に搬出作業記録（様式１０）に記録する。 
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14. 作業安全･放射線安全 

  作業に当たっては、次に示す項目について安全な作業を心がける。 

  14.1 作業上の安全 

   ・作業前には、分別作業者全員で作業内容の確認（KY・TBM）を行う。 

・作業に応じて、適切な装備、器具等を用いる。分別作業を行うときは、革手袋を装着する。 

  ・クレーン作業を行う場合には、落下、はさまれ事故等が生じないよう作業者間で連絡を密にし、

関係者以外は当該エリアに近づかないようにする。また、クレーン及び玉掛けの有資格者が行

う。 

   ・切断装置等の小型機器類、手回し工具等は操作方法を十分に確認し、使用目的以外には使用し

ないようにする。また、バンドソー等の鋸刃を交換する際には、スイッチを切り、差込みプラ

グをコンセントから抜いて行う。 

   ・作業エリアの整理整頓を常に心掛ける。 

 ・重量物の取扱いは、廃棄物の形状（バリ等）に注意し、２人以上で作業を行う。また、床に置

く場合は、手足の挟まれに留意し、当て物（スペーサー）等を使用する。 

 
14.2 火気作業の注意点 

   ・火気作業エリア以外での溶断作業は行わない。 

・火気作業エリア内の可燃物、油脂類は撤去する。また近傍で引火物（有機溶剤、スプレー等）

を使用しない。 

・火気作業エリア内の養生は十分な大きさの耐熱シート（スパッタシート等）を使用する。 

・消火器、水を近傍に置いて作業を行う。 

   ・溶断作業時は下図の如く、不燃性の前掛け、すね当て、革手袋、遮光面を装備する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すね当て 

（靴カバー） 

不燃性の 

前掛け 

遮光面 

革手袋 

消火用 

消火器 

水入のバケツ 

不燃性フィルタ 

局所排気装置 

フード

スパッタが入ら

ない様設置位置

及び高さを考慮

する。 

前置きフィルタ 

すね当て 

（靴カバー） 

不燃性の 

前掛け 

遮光面 

革手袋 

消火用 

消火器 

水入のバケツ 

不燃性フィルタ 

局所排気装置 

フード

スパッタが入ら

ない様設置位置

及び高さを考慮

する。 

前置きフィルタ 

JAEA-Technology 2016-024

- 80 -



JAEA-Technology 2016-024 

 - 81 -

 
・不燃性排気ダクトを使用し、フードの位置はスパッタが到達しない高さへ設置する。 

・前置きフィルタは不燃性のフィルタを使用する。 

・作業終了後、排気ダクトの前置きフィルタを取り外してスパッタが入っていない事を確認する。 

・溶断作業は終了後原則として２時間程度監視を続け、安全を確認した後現場を離れること。但 

 し、可燃物がない場合や火花が飛散した可能性がなく、課長等の了解を得た場合は、監視時間

を短縮できる。 

 
 
  14.3 放射線安全 

   ・身体の調子や気分がすぐれないときは、作業責任者に申し出て、無理して作業を続けないよう 

    にする。 

   ・分別作業エリアに入る際には、必要に応じて個人線量計を着用する。 

・ 前処理設備室に入る際には、靴を履き替え、放射線防護衣（作業衣、手袋、靴下、マスク等）

を着用する。また作業の軽重により適切な放射線防護衣、保護具を着用する。 

   ・前処理設備室から退出する際は、ハンドフットモニタ等により汚染の有無を確認する。汚染が

あった場合には、自分で判断せず、放射線管理員の指示に従う。その他、作業エリアから退出

する際には、身体サーベイを確実に行い、汚染のないことを確認してから退出すること。 

・ 取り扱う廃棄物の表面密度、線量当量率の測定を行い、汚染が確認された場合には、放射性

核種を特定し、必要な放射線防護の措置を講じる。また、放射線管理員の立会いを求めるこ

とも重要である。 

   ・廃棄物の除去、仕分けにあたって、汚染の拡散が予想される場合には、あらかじめ当該エリア

をビニールシート等で養生を行う等の措置を講じる。 

   ・表面線量当量率の高い廃棄物を取り扱う場合には、あらかじめ作業手順を設定する。また適切

なしゃへい材を用い、距離を十分に保ち、作業時間を短くする等、不要な被ばくを防止する。 
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ＲＩ作業靴

白つなぎの

裾は靴下の

中に入れる

ゴム手袋 

ゴム手袋 

は 2重。 

1 重目の

袖口はテ

ープでと

める 

安全ゴム長靴

タイベック

の裾はテー

プで止める

全面マスクと

タ イ ベ ッ ク

は、隙間の無

いようにテー

プで止める 

フィルタは

作業内容に

あったもの

を装着する

ヘルメット 
半面マスク

前室等での汚染検査時 作業エリア内作業時 
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（例）全面マスク、半面マスクの分別 

 

 

 

 
  

 

図２  マスク分解図 

シリコン 

金属・非鉄金属

可燃・難燃物

JAEA-Technology 2016-024

- 84 -



JAEA-Technology 2016-024 

 - 85 -

 

 

別表１ 消防法に定める危険物 
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物質名 一般的な例 

1 水銀又はその化合物 電池電解ソーダ、水銀灯、計器触媒 

2 カドミウム又はその化合物 充電式電池、塩化ビニル安定剤、塗料メッキ工業 

3 鉛又はその化合物 放射線遮へい材、鉛蓄電池、鉛管、ガソリン添加剤、農薬

4 有機燐化合物 農薬（殺虫剤） 

5 六価クロム化合物 化学工業薬品・クロムメッキ 

6 砒素又はその化合物 農薬、半導体工業、塗料 

7 シアン化合物 メッキ工業、化学工業 

8 
ポリ塩化ビフェニル 

（PCB） 
電気絶縁油、熱媒体、ノーカーボン複写紙 

9 トリクロロエチレン 機械金属部品や電子部品の脱脂、ドライクリーニング用の

洗剤 10 テトラクロロエチレン 

11 ジクロロメタン プリント基板、洗浄剤、ペイント剥離剤、金属脱脂洗浄剤

12 四塩化炭素 フロンガス、原料、ワックス樹脂原料、農薬原料 

13 1・2-ジクロロエタン 塗料溶剤、洗浄、抽出、殺虫、塩化ビニル中間体 

14 1・1-ジクロロエチレン 
溶剤（油脂、樹脂、ゴムなど）、医薬（麻酔） 

15 シス-1・2-ジクロロエチレン 

16 1・1・1-トリクロロエタン 
溶剤、金属の常温洗浄、塩化ビニリデン原料 

17 1・1・2-トリクロロエタン 

18 1・3-ジクロロプロパン 農薬（殺虫剤） 

19 チウラム 

農薬（土壌くん蒸剤、殺虫剤、除草剤） 20 シマジン 

21 チオべンカルブ 

22 ベンゼン 染料、合成ゴム、合成繊維、合成樹脂、有機顔料、防腐剤

23 セレン又はその化合物 半導体、乾式複写機感光剤、ガラス脱色剤、顔料 

24 1・4-ジオキサン 
有機合成反応用溶媒、溶剤（トランジスター、合成皮革、

塗料、塩素系溶剤等） 

25 ダイオキシン類 塩素含有物質等の燃焼により発生した灰等 

 

別表２ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に定める 

産業廃棄物の埋め立て処分に係る有害物質 
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別
表
３
 
廃
棄
物
の
強
度
分
類
及
び
形

状
分
類
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減容処理棟内 ID 番号の付与方法 

 

減容処理棟での固体廃棄物の受入れ時及び処理後において、当該廃棄物の発生場所の区分、処理設備

等を明確にして適切に管理を行うため、固体廃棄物に以下のとおり 10 桁の ID 番号を割り当てて、ID 番

号を容器の識別可能な位置に表示する。 

桁 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

減容処理棟内 ID

番号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
  

（減容処理棟内 ID 番号の内容） 

桁 No. 内容 割り当て番号 

1 受入れ又は処理を行った年の西

暦の下 2桁 
｢2008 年｣であれば｢08｣ 

2 

3 
受入れ又は処理を行った月 ｢4 月｣であれば｢04｣ 

4 

5 発生場所の区分 

1：RI 廃棄物 

2：炉規法廃棄物 

3：混在廃棄物 

6 受入元又は処理を行った設備 

1：減容処理棟外の機構内施設 

2：前処理設備 

3：高圧圧縮装置 

4：金属溶融設備 

5：焼却・処理設備 

6：プラズマ溶融設備 

7：その他（分析室、汚染検査室等） 

8：解体分別保管棟 解体室 

9：機構外施設 

7 

受入、処理設備毎の通し番号 0001～9999 
8 

9 

10 

 

（記載例） 

2008 年 4 月に前処理設備にて炉規法廃棄物の分別作業を行った場合 

桁 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

減容処理棟内 ID

番号 0 8 0 4 2 2 0 0 0 1 

別紙１ 
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解体分別保管棟 解体室内 ID 番号の付与方法 

 

解体分別保管棟 解体室に受入れた固体廃棄物については、処理後において当該廃棄物の発生場所の

区分、担当グループ等を明確にして適切に管理を行うため、固体廃棄物に以下のとおり 8 桁の ID 番号

を割り当てて、ID 番号を容器の識別可能な位置に表示する。 

桁 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 

解体分別保管棟 

解体室内 ID 番号 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

（解体分別保管棟 解体室内 ID 番号の内容） 

桁 No. 内容 割り当て番号 

1 

前処理を行った年度（西暦） ｢2014 年度｣であれば｢2014｣ 
2 

3 

4 

5 

前処理を行ったグループ、廃棄

物の発生場所の区分、種類毎の

識別番号 

0:前処理チーム 前処理ｸﾞﾙｰﾌﾟ※1（炉規法廃棄物）

1:前処理チーム 解体分別ｸﾞﾙｰﾌﾟ※2（炉規法廃棄物

「原子炉施設」） 

2:前処理チーム 解体分別ｸﾞﾙｰﾌﾟ※2（炉規法廃棄物

「核燃料物質使用施設」） 

3:前処理チーム 解体分別ｸﾞﾙｰﾌﾟ※2（RI 廃棄物） 

4:前処理チーム 解体分別ｸﾞﾙｰﾌﾟ※2（混在廃棄物）

5:前処理チーム 前処理ｸﾞﾙｰﾌﾟ※1（RI 廃棄物） 

6:前処理チーム 前処理ｸﾞﾙｰﾌﾟ※1（混在廃棄物） 

7:その他 

8:フィルタ廃棄物を収納した S-Ⅰ容器 

9:フィルタ廃棄物を収納した 200L ドラム缶 

6 
前処理を行ったグループ、廃棄

物の種類毎の通し番号 
001 ～ 999 7 

8 

 

（記載例） 

2014 年に前処理チームのうち、解体分別グループにて混在廃棄物の分別作業を行った場合  

桁 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 

解体分別保管棟 

解体室内 ID 番号 2 0 1 4 4 0 0 1 
※1：減容処理棟の請負作業者のうち、分別作業に従事するグループ 

※2：解体分別保管棟の請負作業者のうち、分別作業に従事するグループ 

別紙２ 
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前処理の管理番号の付与方法 

 

減容処理棟及び解体分別保管棟 解体室にて放射性廃棄物の前処理を行う際は、作業を適切に管理する

ため、処理作業毎に以下のとおり 11 桁の管理番号を割り当てて記録する。 

桁 No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

 前処理の 

管理番号 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 
 

（管理番号の内容） 

桁 No 内容 割り当て番号 

1 

前処理を行ったエリア 

TC：減容処理棟 分別チャンバ（多目的チャンバ） 

GA：解体分別保管棟 解体室 グリーンハウス A 

GB：解体分別保管棟 解体室 グリーンハウス B 

WB：解体分別保管棟 解体室 廃棄物処理ボックス 

AS：解体分別保管棟 解体室 作業場 Bエリア 

OT：その他 

2 

3 

前処理が終了した年月日 

「2008 年」であれば｢08｣ 
4 

5 
「4 月」であれば「04」 

6 

7 
「1 日」であれば「01」 

8 

9 ― ― 

10 
前処理作業毎の通し番号 01～99 

11 

 

（記載例） 

2008 年 4 月 1 日に減容処理棟 多目的チャンバにて前処理を行った場合の作業 No 

桁 No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

前処理の管理

番号 T C 0 8 0 4 0 1 - 0 1 
 

別紙３ 
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作業年月日：    年   月   日（   ）～    年   月   日（  ） 

 

記入者：                                              

 

除染エリア 

解体分別保管棟 減容処理棟 

解体室 前処理室 圧縮装置室 

□GHA  □GHB   □廃棄物処理ﾎﾞｯｸｽ 

□作業場 B エリア □その他（    ） 

□分別ﾁｬﾝﾊﾞ 

（多目的ﾁｬﾝﾊﾞ） 

□分別ﾁｬﾝﾊﾞ１ 

□分別ﾁｬﾝﾊﾞ２ 

□その他（      ） 

□チャンバ 

(高圧圧縮装置室) 

除染前取り扱い廃棄物 

発生場所の区分 
□炉規法廃棄物    □RI 法廃棄物    □混在廃棄物 

測定器 名称： 型番： 

除染方法 □拭き取り □その他（                  ） 

測定方法 □スミヤ法   □直接サーベイ法   □その他（            ） 

測定結果 

 

B.G 測定値 除染前測定値 除染後測定値 

 

 

 

 

 

 

※各測定箇所の最大値を記載 

 

除染結果 □汚染有り   □汚染無し 

備考 

 

 

 

 

 

 

別添 □有       □無  
 

 

 

様式１ 高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 

   

  作業区域表面汚染測定記録 
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作業年月日：                                 

記入者：                               

項番 
廃棄物容器番号 

又は保管体番号 
容器形状 発生施設 *1

発生場所の区分 
発生元測定年月日 *2

炉 RI 混 

1        

2        

3        

4        

5        

6        

7        

8        

9        

10        

11        

12        

13        

14        

15        

16        

17        

18        

19        

20        

21        

22        

23        

24        

25        

備考： 

   *1 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、

当該廃棄物を最初に発生させた源発生施設を記載する。 

   *2 炉規法廃棄物について記載する。 

様式２ 

搬入作業記録（解体室） 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 
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作業年月日：                                 

容器形状：                              記入者：                             

項番 
減容処理棟内

ID 

廃棄物容器番号

又は保管体番号

発生施設 

*1 

発生元測

定年月日

*2 

発生場所の

区分 項番
減容処理棟内

ID 

廃棄物容器番号

又は保管体番号

発生施設 

*1 

発生元測

定年月日

*2 

発生場所の

区分 

炉 RI 混 炉 RI 混

1        26        

2     27        

3     28        

4     29        

5     30        

6     31        

7     32        

8     33        

9     34        

10     35        

11     36        

12     37        

13     38        

14     39        

15     40        

16     41        

17     42        

18     43        

19     44        

20     45        

21     46        

22     47        

23     48        

24     49        

25     50        

備考： 

   *1 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、

当該廃棄物を最初に発生させた源発生施設を記載する。 

*2 炉規法廃棄物について記載する。 

様式３ 

搬入作業記録（減容処理棟） 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 
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作業年月日：   年   月   日～   年   月   日 
 

管理番号：                             
 

記入者：                                 
 
 

分別作業責任者  

分
別
作
業
員 

    

    

    

    
 

作業内容及び確認事項 確認 

・発生場所の区分に従い、前処理した。  

・マニュアルに示す鉛等の「不適物」を除去した。  

・構造物で、分解等により内部を確認できないものは「不適物」として除去した。  

・材質が判断できないものは「不適物」として除去した。  

・容器に収納する前に、分別した廃棄物に「不適物」が残ってないことを、分別作業責任者が確認した。  

・「不適物」が混合されないよう容器に収納した。  

・著しい空隙が生じないように収納した。  

・15mm 以下のものを多量に収納していない。  

・収納容器に損傷を与えないように収納した。  
 

処理対象廃棄物 
廃棄物容器番号 

又は保管体番号 
発生施設 *1 

発生場所の区分 発生元 

測定年月日*2

廃棄物容器番号

又は保管体番号
発生施設 *1 

発生場所の区分 発生元 

測定年月日*2炉 RI 混 炉 RI 混 

            

            

            

            

            

            

  *1 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、

当該廃棄物を最初に発生させた源発生施設を記載する。  

  *2 高圧圧縮対象の分別の際に記載する。 
 

封入保管体 

解体室内 ID 
発生場所の区分 特殊な物質 線量当量率(μSv/h) 容器

*3
解体室内 ID 

発生場所の区分 特殊な物質 線量当量率(μSv/h) 容器

*3炉 RI 混 有 無 容器表面 at 1m 炉 RI 混 有 無 容器表面 at 1m 

                  

                  

                  

                  

                  

*3 JIS Z1600 Ｈ級ドラム缶(200ℓ)に封入した時は「Ｈ」を、Ｍ級ドラム缶(200ℓ)に封入した時は「Ｍ」を、ＳＵＳ製ドラム缶(200ℓ)に

封入した時は「ＳＵＳ」を、Ｓ－Ⅰ容器に封入した時は「Ｓ」を記入する。 

様式 4-1 

分別作業記録（解体室）(1/2) 

作業エリア 

□作業場 B エリア 

□グリーンハウス A 

□グリーンハウス B 

□廃棄物処理ボックス 

□その他（      ） 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者課長 チームリーダー 担当者 

   

  

 

様式４ 
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作業年月日：   年   月   日～   年   月   日 
 

管理番号：                             
 

記入者：                                 
 
 

分別作業責任者  

分
別
作
業
員 

    

    

    

    
 

作業内容及び確認事項 確認 

・発生場所の区分に従い、前処理した。  

・マニュアルに示す鉛等の「不適物」を除去した。  

・構造物で、分解等により内部を確認できないものは「不適物」として除去した。  

・材質が判断できないものは「不適物」として除去した。  

・容器に収納する前に、分別した廃棄物に「不適物」が残ってないことを、分別作業責任者が確認した。  

・「不適物」が混合されないよう容器に収納した。  

・著しい空隙が生じないように収納した。  

・15mm 以下のものを多量に収納していない。  

・収納容器に損傷を与えないように収納した。  
 

処理対象廃棄物 

処理前ＩＤ 発生施設 *1 
発生場所の区分 発生元 

測定年月日*2
処理前ＩＤ 発生施設 *1 

発生場所の区分 発生元 

測定年月日*2炉 RI 混 炉 RI 混 

            

            

            

            

            

            

  *1 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、

当該廃棄物を最初に発生させた源発生施設を記載する。 

  *2 高圧圧縮対象の分別の際に記載する。 
 

封入保管体 

処理後ＩＤ 
発生場所の区分 特殊な物質 線量当量率(μSv/h) 容器

*3
処理後ＩＤ 

発生場所の区分 特殊な物質 線量当量率(μSv/h) 容器

*3炉 RI 混 有 無 容器表面 at 1m 炉 RI 混 有 無 容器表面 at 1m 

                 

                 

                 

                 

                 

*3 JIS Z1600 Ｈ級ドラム缶(200ℓ)に封入した時は「Ｈ」を、Ｍ級ドラム缶(200ℓ)に封入した時は「Ｍ」を、ＳＵＳ製ドラム缶 200ℓ)に

封入した時は「ＳＵＳ」を、Ｓ－Ⅰ容器に封入した時は「Ｓ」を記入する。 

様式 4-2 

分別作業記録（減容処理棟）(1/2) 

作業エリア 

□分別チャンバ（多目的チャンバ）

□分別チャンバ１ 

□分別チャンバ２ 

□分別機能付チャンバ 

□その他（      ） 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 
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   作

業
年

月
日

：
 

 
 
 

 
年

 
 
 
月

 
 
 日

（
 

 
 

）
～

 
 

 
 
 年

 
 

 
月

 
 
 

日
（
 

 
 

）
 

 
 
管

理
番

号
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
業

場
所

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
記

入
者

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

処
理

前
 

処
理

後
 

コ ン ク リ ー ト 類 ・ ガ ラ ス 類
 

金 属 類 （ 肉 厚 １ ０ ｍ ｍ 以 下 ）

 

金 属 類 （ 肉 厚 １ ０ ｍ ｍ 超 ）

 

保 温 材 類 ・ フ ィ ル タ 類

 

可 燃 物 を 除 く 有 機 物

 

複 合 物
 

分 別 不 適 物

 
処 理 不 適 物

 

処 分 不 適 物

 

収 納 完 了 と し た 容 器 に つ い て は 、

重 量(kg)を 記 載

 

処
理

前
ID

 

 

処
理

後
ID

 

発
生

場
所

の
区

分
 

除
去

・
仕

分
け

し
た

固
体

廃
棄

物
の

種
類

及
び

数
量

 

 
 

 
 

 
 

重 量

 

容 量

 

特 殊 な 物 質

 

容 器

 

強 度 ・ 形 状 分 類

 

液 状 物 質 の 有 無

 
炉

 
R

I 
混

 
(k

g)
 

(v
o
l％

)
*
1 

*
2 

*
3

 
 

 
 

種
類

 
 

 
 

有
・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

 
 

有
・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

有
・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

有
・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

有
・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

容
器

形
状

 
 

 
 

 
 

種
類

 
 

 
有

・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

内
容

物
 

種
類

 
 

 
 

 
種

類
 

 
 

有
・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

重
量

 
kg

％
 

kg
％

kg
％

 
 

 
 

種
類

 
 

 
有

・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

 
有

・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

 
有

・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

 
 

 
 

種
類

 
 

 
有

・
無

 
 

有
・
無

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

量
 

kg
％

 
kg

％
kg

％

*
1
 
J
IS

 
Z
1
60

0
 
Ｈ

級
ド

ラ
ム

缶
(2

0
0
ℓ)

に
封

入
し

た
時

は
「
Ｈ

」
を

、
Ｍ

級
ド

ラ
ム

缶
(2

0
0
ℓ)

に
封

入
し

た
時

は
「
Ｍ

」
を

、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

製
ド

ラ
ム

缶
(2

0
0
ℓ)

に
封

入
し

た
時

は

「
Ｓ

Ｕ
Ｓ

」
を

、
Ｓ

－
Ⅰ

容
器

に
封

入
し

た
時

は
「
Ｓ

」
を

記
入

す
る

。
 

 
*
2
 
強

度
分

類
「
a：

強
度

が
高

い
も

の
、

ｂ
：
強

度
が

低
い

も
の

」
、

形
状

分
類

「
１

：
固

型
化

材
料

等
が

内
部

に
充

填
し

や
す

い
形

状
の

も
の

、
２

：
固

型
化

材
料

等
が

内
部

に
充

填
し

難
い

も
の

」
 

 
記

入
例

（
a-

1
、

b-
2

等
）
 

*
3
 
液

状
物

質
に

つ
い

て
は

、
付

着
し

て
い

る
も

の
は

拭
き

取
り

、
廃

棄
物

内
部

に
あ

る
も

の
は

排
出

す
る

。
 

様式 4-3 
分

別
作

業
記

録
 (

2/
2
) 

様
式

６
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JIS が証明できる 

容器番号 
～ 

 受入担当者名  

 納入業者  

 納入年月日  

 製造業者  

 数量  

容器の JIS（年号入）、 

又は試験結果 
 

 

 

 

        添付する検査成績書等の記録 

 

□ 一般検査調書 

□ 納品書 

□ 試験検査成績書  

□ その他（                                          ） 

 

 

様式７ 

容器納入記録 

高減容処理技術課 

課長 チームリーダー 担当者 
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搬出年月日：     年    月    日         記入者：                             
 

保管体番号  

保管体作製日  

減容処理棟内 ID  

解体分別保管棟内 ID  

発生場所の区分 □炉規法廃棄物    □RI 法廃棄物    □混在廃棄物 

保管体種類 

□ 前処理後の保管体 □高圧圧縮済保管体 □溶融済保管体 

□コンクリート類、ガラス類 

□金属類（肉厚 10mm 以下） 

□金属類（肉厚 10mm 超） 

□処理不適物 

□複合物 

□金属溶融インゴット 

□金属溶融再利用受け容器にス

ラグを収納したもの 

□購入品受け容器にスラグを収

納したもの 

保管体重量                     kg 

容器番号 

□200ℓドラム缶（JIS Z 1600）    「□Ｈ級  □Ｍ級」 □その他の容器 

ＪＩＳ認証との対応番号：□有（                      ）  □無 

その他の確認方法：（                           ） 
 

前処理後の保管体

対応する分別作業記録の 

管理番号 *1 

    

    

    

    

    

発生施設 *2     

材質及び重量  kg kg kg  kg
 

高圧圧縮済保管体

対応する高圧圧縮作業記録

の管理番号 *1 
    

発生施設 *2     

材質及び重量  kg kg kg  kg
 

溶融済保管体（金属溶融インゴット）

対応する溶融バッチ番号     

溶融体（インゴット）の重量 kg 
 

溶融済保管体（金属溶融再利用受け容器にスラグを収納したもの）

対応する溶融バッチ番号     

受け容器の溶融バッチ番号 kg 

スラグの重量 kg 
 

溶融済保管体（購入品の受け容器にスラグを収納したもの）

対応する溶融バッチ番号     

受け容器の重量 kg 

スラグの重量 kg 
 

備考： 

*1 管理番号の記入欄が足りない場合には、備考欄に記入する。 

*2 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、当該廃棄物を最

初に発生させた源発生施設を記載する。 

様式 8 

高減容処理済保管体記録 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 
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搬出年月日：     年    月    日         記入者：                            

 

保管体番号  

保管体作製日  

減容処理棟内 ID  

解体分別保管棟内 ID  

発生場所の区分 □炉規法廃棄物    □RI 法廃棄物    □混在廃棄物 

保管体種類 

□コンクリート類、ガラス類 

□金属類（肉厚 10mm 以下） 

□金属類（肉厚 10mm 超） 

□保温材類・フィルタ類 

□可燃物を除く有機物 

□複合物 

□分別不適物 

□処理不適物 

□処分不適物 

保管体重量                       kg 

容器番号 

□200ℓドラム缶（JIS Z 1600）   「□Ｈ級  □Ｍ級」 □その他の容器 

ＪＩＳ認証との対応番号：□有（                      ）  □無 

その他の確認方法：（                           ） 

 

中間保管体 

対応する分別作業記録の 

管理番号 *1 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

発生施設 *2     

材質及び重量  kg kg kg  kg

 

備考： 

*1 管理番号の記入欄が足りない場合には、備考欄に記入する。 

*2 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、

当該廃棄物を最初に発生させた源発生施設を記載する。 

様式９ 

中間保管体記録 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 
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作業年月日：                                  

記入者：                                

 

項
番 保管体番号 解体室 ID 

発生場所の区分 特殊な物質

発生施設 *1 
発生元測定 

年月日 *2 炉 RI 混 有 無

1          

2          

3          

4          

5          

6          

7          

8          

9          

10          

11          

12          

13          

14          

15          

16          

17          

18          

19          

20          

備考： 

*1 放射性廃棄物保管廃棄記録票における「発生施設」に「解体分別保管棟」等の中間処理施設が記載されている場合は、

当該廃棄物を最初に発生させた源発生施設を記載する。  

  *2 高圧圧縮対象の分別の際に記載する。 

様式１０ 

搬出作業記録（解体室） 

高減容処理技術課  
請負業者

確認者 課長 チームリーダー 担当者 
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高減容処理施設（減容処理棟及び解体分別保管棟）に

おける廃棄物の溶断作業等の安全対策 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

バックエンド技術部 

高減容処理技術課 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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